
学校番号 1205 

平成 31年度 情報科 

 

教科 情報(専) 科目 
情報テクノロジ

ー 

単位数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 実教出版 情報テクノロジー 

副教材等 授業独自のプリントなど 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

情報産業を支える情報テクノロジーについて学び、日々利用している機器や技術に対して、理解を

深め、よりよい使い方を考えましょう。 

 

課題には必ず意味があります。課題から得られた経験や技能、知識が情報社会に参画するための能

力につながっています。投げ出さずに課題は積極的にしっかり参加しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

情報にかかわる技術を適切かつ効果的に活用する方法を学ぶ。 

コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段やアプリケーションソフトウェアにかかわ

る基礎的な知識と技術を習得する。 

実際に情報テクノロジーを活用する能力と態度を育成する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報の各分野に関す

る諸課題について関

心を持ち，その改善･

向上を目指して主体

的に取り組もうとす

るとともに，実践的

な態度を身に付けて

いる。 

情報の各分野に関す

る諸課題の解決を目

指して思考を深め，

基礎的･基本的な知

識と技術を基に，情

報産業に携わる者と

して適切に判断し，

表現する創造的な能

力を身に付けてい

る。 

情報の各分野に関す

る基礎的･基本的な

技術を身に付け，情

報分野の諸活動を合

理的に計画し，その

技術を適切に活用し

ている。 

情報の各分野に関

する基礎的･基本的

な知識を身に付け，

現代社会における

情報及び情報産業

の意義や役割を理

解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

実習 

レポート、発表 

相互評価、自己評価 

定期考査 

等 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

実習 

レポート、発表 

相互評価、自己評価 

定期考査 

等 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

実習 

レポート 

等 

学習状況の観察 

ワークシートの記

述 

実習 

レポート、発表 

相互評価、自己評価 

定期考査 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

種
類
と
構
成 

コンピュータの種類

と特性 

コンピュータの基本

構成 

○ ○  ○ 

a:コンピュータの種類や特性

に日常的な興味や関心を持っ

ているか。コンピュータの内

部の処理や仕組みについて興

味を持っているか。情報技術

に関する標準化団体に興味と

関心を示しているか。 

b:情報の種類を判断し、コン

ピュータで取り扱う適切なデ

ータとして表現できるか。コ

ンピュータの動作原理を理解

した上で、適切な性能につい

て判断することができるか。 

c:各種入出力装置やインター

フェースについて、用途に応

じて必要な装置を利用する技

能を有しているか。データ表

現の必要性を理解して、基数

変換や負数表現などを実際に

行う技能を持っているか。 

 

d:コンピュータの種類や機

能、特性を理解することがで

きたか。コンピュータの動作

原理について理解している

か。各標準化団体の活動内容

について理解し、その重要性

について理解しているか。 

学習状況の

観察 

ワークシー

トの記述 

レポート、

発表 

相互評価、

自己評価 

定期考査 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

内
部
処
理 

データ表現論理演算 

コンピュータの動作

原理 ○ ○ ○ ○ 

周
辺
装
置 

補助記憶装置 

入力装置 

出力装置 

入出力インターフェ

ース 

○  ○ ○ 

標
準
化
団
体 

標準化の意味や様々

な標準化団体 

○   ○ 

２
学
期 

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
の
仕
組
み 

ソフトウェアの種類

と役割 

オペレーティングシ

ステムの役割と特性 

ファイルシステムの

構造と機能 

ミドルウェア 

○ ○  ○ 

a:各種ソフトウェアやプログ

ラムについて、その役割と特

性に関心を持っているか。ま

た、活用しようとする意欲・

態度を持っているか。情報コ

ンテンツに関心を持っている

か。情報コンテンツの保護に

学習状況の

観察 

ワークシー

トの記述 

実習 

レポート、

発表 



ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア 

アプリケーションソ

フトウェアの種類 

オープンソースソフ

トウェア 

プログラム開発環境 

ユーザインタフェー

ス 

○ ○ ○ ○ 

対する関心と態度を有してい

るか。 

b:ソフトウェアの働きを理解

して、アプリケーションソフ

ト、ミドルウェア、ＯＳに分

類することができるか。目的

に応じて適切なアプリケーシ

ョンを選択することができる

か。情報コンテンツの利用に

際して適切な判断を行うこと

ができるか。 

 

c:目的に応じてアプリケーシ

ョンソフトを利用する技能を

有しているか。必要なプログ

ラム開発感興を利用すること

ができるか。情報コンテンツ

を取り扱う際の基本的な技能

を有しているか。データの圧

縮・伸張を行うことができる

か。 

 

d:ソフトウェアの種類と役割

を理解することができるか。

プログラム言語の種類と機能

を理解しているか。ユーザイ

ンターフェースに関する知識

を有しているか。情報コンテ

ンツに関する知識を有してい

るか。データ圧縮・伸張の基

本的な仕組みを理解している

か。 

 

相互評価、

自己評価 

定期考査 

 

情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
す
る
技
術 

情報コンテンツの概

要 

マルチメディア技術 

データの圧縮・伸張 

○ ○ ○ ○ 

３
学
期 

情
報
シ
ス
テ

ム 

情報システムの形態 

情報システムの構成

要素 

情報システムの実際 

○ ○ ○ ○ 

a:情報システムについて関心

を持っているか。情報ネット

ワークの形態や接続について

関心を持っているか。データ

学習状況の

観察 

ワークシー

トの記述 



ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

基本的なネットワー

クの形態 

基本的なネットワー

クの形態 

ネットワークの活用

と通信機器 

インターネット 

ルーティング 

無線ＬＡＮ 

情報セキュリティ 

○ ○ ○ ○ 

ベースの基本的な概念につい

て関心を持っているか。 

 

b:情報システムがどのように

利用されているか、説明する

ことができる。情報セキュリ

ティの確保について適切に判

断して対策を考えることがで

きるか。 

 

c:システムの基本的な性能を

評価することができるか。デ

ータ通信の速度に関する基礎

的な計算ができるか。無線Ｌ

ＡＮや情報セキュリティを活

用する基礎的技能を有してい

るか。目的に応じた適切なデ

ータベースを構築することが

できるか。 

 

d:情報システムの構成や性能

など、基本を理解しているか。

ネットワークの接続機器とそ

の役割について理解している

か。インターネットの概念や

歴史など、基礎知識を理解し

ているか。データベースとデ

ータベース管理システムの基

本的な概念を理解することが

できるか。 

 

実習 

レポート、

発表 

相互評価、

自己評価 

定期考査 

 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

データベースの基本

的な概念 

リレーショナルデー

タベース 

トランザクション処

理 

検索エンジンの仕事

の流れ 

○  ○ ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


